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令和元年度第 ４回 青梅市障害者 地域 自立支援協議 会会 議録（案）  

 

開催日時  令和２年２月２５日（火）午後５時４５分～午後７時４５分 

場   所  青 梅市 役所２階２０ ５ ･２０６会議室  
出席委員  吉 川会 長、尾澤副会 長、 石井委員、葛 西委 員、朝長委員 、

古 久 保 委 員 、 大 沼 委 員 、 大 栗 委 員 、 渡 邊 委 員 、 加 藤 委 員 、

白井委員、永 谷 委 員 、 泉 委 員 、 遠藤委員、山﨑（克）委員、山

﨑（二）委員 、恩 田委員  
欠席委員  及 川委 員、滝瀬委員  
傍 聴 者 １名  
 
議  事  １  開会  

２  報告事項  

(1) 第５期障 害者 計画の策定状 況に ついて  

(2) 市内にお ける 虐待通報等の 状況 および対応に つい て  

(3) 専門部会 から の報告  

・日中活動・ 就労 支援部会  

・相談支援部 会  

・権利擁護・ 差別 解消部会  

３  協議事項  

(1) 令和２年 度自 立支援協議会 開催 日程案につい て  

４  その他  

資料一覧  第 ５期 青梅市障害者 策定 状況（資料１ －１ ）  

第５期素案パ ブコ メ意見・回答 （資 料２）  
市内における 虐待 通報等の状況 およ び対応につい て（ 資料

３）  
１  開会  
 
２  報告事項  
（ 1）第５期障害 者計画策定状 況に ついて  

 策 定経 過と 、第 ４回 検討 委員 会後 の主 な修 正点 につ いて 資料 １、

１－２により 説明  

 ◎主な修正 点  

 ・重点項 目２の「 障害者差別の 解消 とアクセシビ リテ ィの向上」

において、市にお いて、青梅 市の差 別解消条例を 策定 することと



2 
 

意思決定した ため 、「差別 解消条例 の検討を行う 」を 、「差別 解消

条例を制定し 」に 修正した。  

・施策別取組の「 自立支援の推 進 -住居の確保 」では 、パブリ ック

コメ ン ト での 意 見 等の 回 答 案と と も に、「民 間 の 新規 参入 の 誘致

に当 た っ ては 、 情 報提 供 等 の支 援 を 行っ て い きま す。」と あ った

ものを、「民間の 新規参入に当 たっ ては、『 青梅市に おける福祉施

設の配置のあ り方 に関する基本 方針 』にもとづ き、情 報提供等の

支援を行って いき ます。」 と修正し た。  

（主 な 質疑 、意 見 等）  

・自 立支 援協 議会 から 検討 委員 会に 出席 され てい た委 員２ 名のコ

メント  

→ 言 葉の 使 い 方 が 難 し い、 広 く 深 く 障 害 者と い っ て も い ろ いろ

なタイプの方 がい るので、全 てを網 羅することは 本当 に難しい

ことだと思っ た。  

→文 言一 つず つ の 解釈 、表 現な ど 、 細か い議 論を し た 。当 事者

の 方 に 発 言 し て い た だ く 機 会 が 少 な か っ た こ と が 反 省 点 で あ

ると委員長、副委 員長からの発 言も あった。次回計画 策定の時

には、当事 者の方 に多く発言し てい ただく工夫が 必要 であると

思った。  

（ 会長 ）「青 梅市 におけ る福祉 施設 の配置 のあり 方に 関する 基本方

針」では 、４の 経 過措置の（５）で 、入院の 病床が減 ったらその

分を必要な施 設だ とみなすとい う補 記もあるので 、年 代において

配慮されてい ると 思う。重複の 障害 のある人は「 施設 」であると

の考え方は、 改め た方がよいの では ないかと思う 。  

 

 (2) 市内におけ る虐待通報等 の状 況および対応 につ いて  

 資 料３ に つ い て 説 明  １ ２ 月 ～ ２ 月  通報 ５ 件 、 虐 待 認 定件

数０件、否認 定４ 件、調査中３ 件  

 （主 な 意見 、 質 疑等 ）  

・表 記の 仕 方に つ いて 、通 報 件数 は 数字 では な く、 ケ ース 名ＡＢ

Ｃ Ｄ と書 き 、 い つ 通 報 があ っ て 、 い つ 認 定、 調 査 終 了 等 が わか

るのでよいの では 。  

・認定無とい う決 め手について 、具 体例をお聞き した い。  

・障 害 を持 つ 親子 間の 虐 待通 報 につ いて 、 虐待 認 定の 有無 と して

とらえるので はな く、なんらか の介 入をするべき では ないか。  
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（事 務 局） 通報 されたものの 道筋 がわかるよう に、ＡＢＣ等の表

記にするよう 変更 して、次回報 告す る。  

・認 定 無に つ いて は、 障 害者 施 設の 従事 者 が利 用 者に 虐待 し てい

るという他の 従事 者からの内部 通報 であったが 、通報 の事実が確

認出来なかっ たも のなどであっ た。  

・障 害 を持 っ た親 子間 の 問題 に つい ては 、 親の 支 援と して 、 ケア

マネが関わっ てお り、関係者 が集ま りケース会議 等も 開き対応を

協議している 。  

（会 長） 障害者 虐待防止法で は、養護者の支援 につ いても明記さ

れている。親 への 支援、子への 支援 等、複合的な 支援 が求められ

るため、難し いと は思うがいろ いろ な支援をお願 いし たい。  

 

 (3）専門部会か らの報告  

・日中活動・ 就労 支援部会  

２月１７日（月）放課後等デイ サー ビス事業所職 員向 け遊びの研

修会実施  １ ３事 業所４２名、 青峰 学園教諭１名 参加  

・相談支援部 会  

１２月１８日 （水 ）  情報共有 「高 次脳機能障害 を知 る」  

    サポ ート センターと連 携  

１月１７日（ 金） 演奏会交流会 につ いて  

１月２４日（ 金） 情報共有・事 例検 討  

２月１７日（ 月） 情報共有・事 例検 討  

（主 な 質疑 ）３月２８日に予定 して いる演奏会交 流会 について、新

型コロナウィ ルス 感染防止の対 応に ついて、市として はどのよう

に考えるか。  

（事 務 局）本日、市の対策本部 が開 催される。イ ベン トの開催につ

い て 方向 が 出 る か と 思 うが 、 現 在 、 中 止 とす る こ と は 時 期 尚 早

ではあるかと 思う 。  

（会 長 ）まず、市 の方針を聞い て、部会長と市で 協議 して、延期と

す る か ど うか 検 討 す る と い うこ と で お 願 い し たい 。 ま た 、 養 護

者による虐待 対応 で、高齢 者の場合 は、ケア マネが対 応するが、

障 害 の 方 は誰 が 対 応 す る の か、 虐 待 案 件 の た め事 業 所 は 関 わ り

に い く い 。部 会 の 報 告 に も あっ た よ う に 、 こ の点 か ら も 、 基 幹

相談支援セン ター があると良い と思 う。  
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３  協議事項  

(1) 令和２年 度自 立支援協議会 開催 日程案につい て  

年４回、例年 と同 様の日程で会 場を 押さえている 。任 期は３月  

３１日で終了 にな るが、出来る 限り 、引き続きお 願い したい。  

 

４  その他  

（ 1）その他  

  現委員の 任期 は平成３０年 ４月 １日から令和 ２年 ３月３１日  

今年度限りで 退任 する予定の会 長、 副会長から挨 拶。  

（ 副 会 長 ） 自 立 支 援 協 議 会 準 備 委 員 会 か ら 携 わ り 、 相 談 支 援 部 会

を 担 当 し て き た 。 退 職 に 伴 い 、 委 員 会 も 卒 業 さ せ て い た だ き た

い。  

（ 会 長 ） １ ２ 年 く ら い 携 わ っ て き た 。 精 神 障 害 者 家 族 会 の 立 ち 上

げ 、 当 事 者 部 会 の 設 置 、 当 事 者 の 皆 さ ん が 参 加 で き る 協 議 会 づ

く り 等 、 企 業 見 学 会 、 作 品 展 示 会 、 笑 顔 で 子 育 て 等 、 他 市 に 自

慢 で き る よ う な 活 動 を 展 開 し て い た だ い た 。 多 忙 に よ り こ こ で

退 任 さ せ て い た だ く が 、 現 在 の 活 動 を さ ら に 発 展 さ せ て い っ て

いただきたい 。  

（ 事 務 局 ） 正 副 会 長 が 退 任 と の こ と で 、 残 念 で は あ る が や む を 得

な い 。 引 き 続 き お 願 い で き る 方 に つ い て は 、 選 出 母 体 に 通 知 を

差し上げるの で、 次年度もお願 いし たい。  

以  上   
 


